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が受け継いだ。西は 1874 年から 2 年間東洋学部で日本語を教えたが、帰国後太政官、大書記官、
外務大臣や在中国公使も務めた非常に有能な人物であった。1881 年から 1884 年秋までは在サ
ンクトペテルブルク日本公使館に派遣されていた安藤謙介（1854-1924）が日本語の教師を務め









ロシアで 30 年余り過ごし帰国することなく人生を全うした。 
                                                                 
4 前項 P.265およびЩепкин В. В.  Японоведение в Санкт-Петербурге // Современное российское японоведение: 
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 ニコライ・ネフスキーは 1910 年に入学し 1914 年から大学教員となった。その間、1913 年に
2 ヶ月間、1915 年から 2 年間の予定で日本に留学し、柳田国男、折口信夫、金田一京助らと親
交をもち日本語、民俗学、神道、アイヌ語、伝承文学などの研究に従事した。1917 年の社会主
義革命のとき、2 年の予定が過ぎても帰国しなかったために奨学金を打ち切られ、小樽の高等
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 しかし、1917 年 7 月朝鮮日本派遣から戻ったニコライ・コンラドが 1922 年教授に就任し、
エブゲーニー・ジュコフ（1907-1980）らとともに研究と指導に努め、コンラドは 1923 年『日
本：国民と国家』を、ジュコフは 1939 年『日本史』を出版している。 
 コンラドは自身も1938年7月29日に逮捕され1941年9月8年まで投獄生活を強いられたが、
その後モスクワに移り研究を続け、コンラドは日本研究者の祖、日本学派の生みの親とされて
いる13。彼が編纂した和露大辞典 2 巻（1970 年）は電子辞書が主流となった現在も日本語を学
ぶ学生たちのバイブルであり、この辞典を手に取ったことがない学生はいないであろう。 







女も 1938 年からほぼ丸 1 年粛清により投獄を経験しているが、釈放後も日本語教育に大きく貢
献した。コルパクチより 2 歳年下でコンラドの妻のナタリア・フェリドマン（1903-1975）も
1945 年日本学科で教鞭をとり、1939 年卒業したエブゲーニヤ・ピヌス（1914-1984）は戦後長
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年にわたり日本語科に勤め、晩年は日本語学科学科長として 1980 年代まで活躍するなど、戦後
は女性教授たちが大いに活躍した。東洋学部内の別の学科である東洋学部極東諸国歴史学科の
日本史講座（1944 年再開）では 1950 年からリュボフィ・ゼニナ（1920-）が教鞭をとり現在も
現日本学科で熱心に指導育成にあたっている。 
 ウラジスラフ・ゴレグリャード（1932-2002）は日本学科で 1974 年に日本仏教に関する講義






リッポフを学科長とし、4 年制の学部生と 2 年制の院生の授業をロシア人教師 14 人日本人教師
2 人で担当している。日本語日本文学専攻と日本史専攻の学生が隔年で毎年約 20 人程度入学す
るが、実践的日本語の習得には「文法」「発音」「漢字」「会話」「新聞」「文学講読」などの課目
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